
★開講ガイダンス 

    １．熟練レベルキャリア・コンサルタント 

    に求められる力 

    ２．標準レベルキャリア・コンサルタントの
復習（傾聴スキルの基本確認） 

    ３．クライエントの問題の把握と対処の方法 

  ・問題の把握 

 

 

  ・対処の明確化 

  ・面談の終わり方 

   ４．面談記録の意義と書き方 

   ５．１回の面談を実施してみよう 

   ・ロールプレイ 

   ・振り返り 

 

  ・質疑応答 

実践力向上講習  プログラム 

■各回 ９：３０  ～１８：００ 

 第１日目 第２日目 ９：３０ 

１８：００ 

第３日目 第４日目 
９：３０ 

１８：００ 

熟練ﾚﾍﾞﾙを知る 

熟練ﾚﾍﾞﾙに近づく 

講義 

個人研究 

グループ研究 

講義 

★前日の振り返り 

６．相互研究 

  ・自分の面談を振り返るフレームを 

  理解する 

  ・面談記録による振り返りと質疑 

 

 

 

 

７．面談の評価のための視点 

  ・逐語、記録の重要性 

  ・記録の評価 

  ・テープによる視点の確認 

８．もう一度面談を実施してみよう 

  ・ロールプレイ 

  ・振り返り 

＜２日間コース終了＞ 

★２日間の自己評価  ・質疑応答 
宿題：面談記録作成 

相互研究 

講義 

個人研究 

グループ研究 

★この回のガイダンス 

１．前回までの振り返り 

２．ロールプレイ 

  ・ロールプレイ（面談＋口頭振り返り） 

  ・振り返り ・質疑応答 

 

 

 

３．問題点把握トレーニング 

４．ロールプレイ 

  ・ロールプレイ（面談＋口頭振り返り） 

  ・振り返り 

 

ロールプレイ 

ロールプレイ 

個人研究 

グループ研究 

★前日の振り返り 

５．相互研究 

  ～自分の面談を振り返るフレームを理解する～ 

 ・面談記録による振り返りと質疑 

 

 

 

６．ロールプレイ 

  ・ロールプレイ（面談＋口頭振り返り） 

  ・振り返りシートによる全体質疑 

７．関係構築以降の進め方 

８．ロールプレイ 

  ・ロールプレイ（面談＋口頭振り返り）・振り返り 

★４日間の自己評価  ・質疑応答 

相互研究 

ロールプレイ 

ロールプレイ 

逐語ケース 

ロールプレイ 

テープ聴取 

テープ聴取 

ロールプレイ 

・関係構築から対処の明確化までの流れを意識しながら面談する 

・ＣＣの視点とＣＬの視点とを峻別することを意識しながら進めていく 

昼休み 昼休み 

昼休み 昼休み 

※この講座は実践力を身につけるため期間中にロールプレイングを繰り返し実施し、心の内面を開示する事がございます。 
現在心理療養中の方にとって、場合により負担と感じることも想定されます。そのような状況の場合は、念のため主治医に 
ご相談の上、ご参加願います。 
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・自身の面談スキル
のどの部分が標準
レベルであり、何を
学んだら熟練レベル
になれるかが理解
できる。 

面談記録は誰の
ために存在するの
か？面談記録を
分解することで、
何を記入すればよ
いのか理解するこ
とができる。 

・CLが発信する言

葉から何が分かる
のかを理解する。 

・面談記録のF/Bは
CL役ではなく、面談
やり取りを知らない
第三者から評価を
受けることで、客観
的になれる。 

・1日目の面談テー
プの続きを聞くこと
で自分の見立てと
の乖離を理解する。
自分のクセや課題
が浮き彫りになる。 

・徹底したRPで、
自分の面談に変
化が生まれる。 

・自分の苦手な部分
を意識しながら面談
をするようになった。 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

アンケート抜粋 

４日間 
コース 

受講者 

宿題：面談記録作成 

ロールプレイ 
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